
13 　自動車・鉄道車両等を製造・整備・修理・解体する作業

14 　鉄道等の運行に関わる作業

自動車組立、自動車整備・修理、自動車板金・塗装 自動車電装品修理、オートバイ整備

石綿含有摩擦材（ブレーキパッドなど） 石綿パッキング、ガスケット製造

Ａ Ｂ

自動車修理工場。以前、特定の車種には、ボンネット裏にエン
ジンからの放熱による色落ちを防止する目的で石綿フェルト
が張られているものがありました。取付け時、修理時に作業員
がばく露した可能性があります。

同じくマフラーには、高熱になる排ガス熱の断熱目的で、断熱
材を内張りしているものがありました。この他にクラッチフェー
シング(駆動系に用いる摩擦材の一種）にも石綿が含有されて
いました。

C

自動車のブレーキパッド。以前は、鉄粉、石綿その他混和材
を入れディスクの磨耗の低減および制動効率のアップを図り
ました。修理・交換時に、摩耗して堆積した石綿含有粉じんに
ばく露した可能性があります。

D E

長く放置された貨車専用のプラットフォーム。スレート屋根は
人為的な破壊を伴わなくても経年劣化で強度が弱り、ヒョウや
積雪で破れ、破損部から石綿が飛散することがあり得ます。

物流基地。石綿含有商品をフォークリフトで積み替える時に破
損などが皆無とは言い切れません。トラックターミナルに多く使
用されるスレート屋根の劣化によるばく露の可能性もありま
す。

※掲載した写真はイメージ写真です

【関連する職種（一般の呼称）】

【石綿製品（代表的な２，３）】

機関車・鉄道車両の製造、点検、修理、解体、電気ぎ装、制輪子製造

マフラー

スレート屋根



13 自動車・鉄道車両等を製造・整備・修理・解体する作業－２

14 鉄道等の運行に関わる作業－２

Ａ Ｂ

【作業環境】車両検査場・修理場。安全運行には点検、部品交換
など整備は重要です。レールの下にはピットがあって下からも覗
けます。建物はスレート葺き屋根・壁のものもあります。

蒸気機関車はボイラー本体を積載しています。そのボイラー全
周の断熱材や派生する配管には石綿テープが巻かれ、省エネ、
運転室での乗務員のヤケド防止に有効です。

C D

車両のブレーキ。鉄粉、珪砂、石綿入り鋳物製が使用されてい
ました。急制動によるブレーキ加熱の防止、磨耗の減少を図りま
す。過去の修理・交換・解体時に摩耗し付着した粉じんにばく露
した可能性があります。

ブレーキシューはおよそ３ｹ月程度で交換とのこと。過去の修
理・交換・解体時に摩耗し付着した粉じんにばく露した可能性が
あります。

E F

車両には断熱材として石綿が全面に吹きつけられていました。
写真は、ぎ装を撤去した後の吹きつけ材が露出した車両内部。
製造時のみならず車両解体時も充分な注意が必要です。

左同。吹きつけ石綿除去前の車両内部。この車両の製造時は
窓に目張りをして石綿を吹きつけました。狭い空間ですので粉じ
ん濃度が高くなっていた可能性があります。

Ｇ Ｈ

操車場。操車係も、貨車入れ替え時の発進や制動、石綿製品の
荷こぼれ、または休憩所など石綿の使用された建物からのばく
露をうけた可能性があります。

駅のそばにある信号詰め所では操車係や乗務員が休憩しま
す。建物に、吹きつけ石綿が使用されていた場合、劣化や破損
によってばく露した可能性があります。

※掲載した写真はイメージ写真です


